
156 　2025年11月号

第6回 効率的な共同開発に便利! IssuesとPull Request 松岡 貴志，高瀬 英希

もっと深掘り!
Git&GitHub

　本連載では，Git/GitHubを継続的に安心して使い
こなせるようになるための機能やテクニックを解説し
ています．
　今回は，GitHubでの共同開発を効率化する機能で
あるIssuesとPull Requestを紹介します．Issuesはタ
スクの管理や見つかったバグの報告などに用いられ，
Pull Requestは新機能の追加の提案や修正したコード
のレビューなどに用いられます．これらはGitHubで
特によく使われる機能です．以降では，まずは，
Issueの参照とコメントの追加，Issueの作成を説明し
ます．次に，Pull Requestの作成を解説します．そし
て，IssueやPull Requestの定型文を用意する機能で
あるテンプレートについて説明します．最後に，オー
プンソース・コミュニティのプロジェクトのGitHub
でIssuesやPull Requestを作成する際の心構え的な話
を添えたいと思います．

IssuesとPull Requestの概要

　複数人のチームで進めるソフトウェア開発のプロ
ジェクトを想像してみます．ソフトウェア開発におい
て，チームが共有すべきものはコードだけではありま

せん．各メンバの気づきやアイディア，実装方針に関
する議論など，コミュニケーションそのものが成果物
の質を大きく左右します．あるいは，個人で開発を進
めるプロジェクトを想像してみます．開発対象のソフ
トウェアに不具合を見つけたものの，ちょっと今すぐ
には取りかかれないことがあるかもしれません．ソフ
トウェアを改善するためのアイディアをメモしておき
たいこともあるでしょう．
　GitHubでは，こうしたやり取りを効率よく，かつ
透明性を保ちながら進めるための強力な機能として
図1のIssuesとPull Requestを提供しています．

● Issuesが役立つシーン
Issuesは，ソフトウェア開発における課題やアイ

ディア，バグ，提案などを記録して共有し，チームで
議論しながら解決に向けて進めるための仕組みです．
Issueはそれぞれを記録した単票であり，Issuesはそ
れらを扱う機能と捉えることができます．

● Pull Requestが役立つシーン
Pull Requestは，ソースコードやドキュメントの変

更を提案するための仕組みです．
　IssueとPull Requestは，GitHubのリポジトリ単位
で作成されます．それぞれ複数作成できますが，まと
めて作成順に#xxの形式で連番が振られていきます．

Issuesの使い方

　開発中にふと浮かんだ良いアイディアや気づいたバ
グを，後で思い出そうとしても，うまく思い出せない
ことはありませんか．Issuesは，そうした小さな気づ
きやアイディアを記録しておける便利な仕組みです．
思いついたことをすぐに書き留めておくことで，後か
ら見直して活用することができます．
　加えて，Issuesはクラウドで共有されているので，
チーム・メンバやユーザとコメントを通じて自由に意
見を出し合い，課題やアイディアについて議論を深め
ることができます．やり取りは全て記録されるため，
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図1　リポジトリとGitHubのIssuesとPull Requestの関係
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